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福島大学×西郷村地元企業 共同開発による新商品 
～西郷村在来大豆を用いたスイーツの販売を開始～ 

 

福島大学食農学類で開講されている「食農実践演習」の中で、西郷村をフィ

ールドに活動中の教員・学生と、西郷村地元企業がコンソーシアムを結成し

て、４つのスイーツ新商品を開発しました。11 月 5 日＊より、西郷村の農産物

直売所「まるごと西郷館」、「白河菓匠大黒屋」にて販売を開始します。 

*11 月 4 日のまるごと西郷館収穫祭にて先行販売します。 

これらを、NeeeMO のもとでブランド化し、西郷村の認知度向上と、遊休農地

などを活用した地域特産品の産地形成に貢献します。 

 

今回販売する西郷村在来大豆を用いたスイーツ新商品 

 

  西郷村在来大豆を用いた商品開発コンソーシアム 

 福島大学食農学類、西郷ゆば工房、株式会社大黒屋、株式会社スターズテック、

一般財団法人西郷村農業公社、西郷村産業振興課 

 

持続的に西郷村の特産品を生み出していくために、 

NeeeMO ブランドを展開していきます。 

 （お問い合わせ先） 

食農学類・教授 河野恵伸 

電 話：024-503-4968 

メール：kono@agri.fukushima-u.ac.jp 



福島大学×西郷村地元企業
～西郷村在来大豆を用いた
スイーツの販売を開始～

食農実践演習 西郷フィールド－産地形成チーム－ 2023年11月1日

福島大学 食農学類
西郷フィールド産地形成チーム
教員：河野恵伸 深山陽子 松田幹
学生(三期生)：佐々木康生 西東茉佑子 五十嵐海音 小泉麻紘 佐藤涼乃 野川瑠星 松浦佑弥



食農実践演習とは
・実践性を重視した食農学類の特徴
的なカリキュラムの一つ

・R2年度より福島県内の9つの自治
体（福島市、伊達市、郡山市、西郷
村、飯館村、南相馬市、猪苗代町、
南会津町、金山町）をフィールドに
活動してきており、学際的なアプ
ローチで地域全体で新たな価値を生
み出すことを目指しています。

・食農学類生は、1年半の間（2年次
半期と3年次通期）で取り組んでい
ます。
https://jissen-fukushima.ac.jp/



西郷フィールド産地形成チームの目的

西郷村フィールドの目標
① 農産物直売所(まるごと西郷館)を核とした地域農業の活性化

産地形成チーム
② 西郷在来大豆等の地元農産物を用いて商品開発を行い、

まるごと西郷館で販売し、地域特産品を増やしていくこと
③ 地域特産品の原料生産(地元農産物)を拡大し、耕作放棄地

などを活用して、産地として確立していくこと
② 西郷村の認知度向上を図ること



今までの活動内容

① まるごと西郷館のPOSデータ分析
結果：冬場に売上の多い品目が少ない

→目玉となる加工品の開発を検討

② 西郷村のプロモーション動画の作成
・西郷村の生産者へのインタービューを中心に作成
・改善・改良・コンテンツ増加後、まるごと西郷館
での放映予定

プロモーション動画一部抜粋
（上段：西郷ゆば工房、下段：

ブロッコリー生産者）



商品開発コンソーシアムの形成

③ 西郷在来大豆を用いた商品開発
２年前（1期生の代）からレシピ開発を行っていたが、昨年度までは

試作止まりで、商品化の目途は立っていませんでした。

今年度から、地元のコーディネーターとして株式会社スターズテッ
クが参画し、商品化を実現するために、西郷在来大豆の商品開発コン
ソーシアム（福島大学食農学類、西郷ゆば工房、株式会社大黒屋、株
式会社スターズテック、一般財団法人西郷村農業公社(まるごと西郷館)、
西郷村役場産業振興課）を形成しました。



コンソーシアムの役割分担

〇福島大学食農学類 ：成分分析、レシピ開発、プロモーション
〇西郷ゆば工房 ：原料大豆生産、豆乳製造
〇株式会社大黒屋 ：商品化、商品製造、販売
〇一般財団法人

西郷村農業公社
（まるごと西郷館） ：販売
〇株式会社

スターズテック ：コーディネート、プロモーション

西郷村役場産業振興課：政策的支援



月1回のペースで会議を実施

商品開発会議の様子



地元農産物：西郷在来大豆
・西郷村で古くから栽培されていました。
・100粒重50 g程度（通常概ね20-35 g）と粒が

大きいことが特徴。
・うまみ成分であるグルタミン酸や免疫力アップ

や疲労回復に効果的なアルギニンを豊富に含み
ます。

・西郷ゆば工房の創業者は美味しい豆腐とゆばを
探し続け「西郷在来大豆」にたどり着きました。



豆乳商品 11月5日販売開始



持続的地域活性化のために

・今後、持続的に西郷村の特産品が生み出されるように、
統一ブランドとして「NeeeMO」を用意しました。

・希望される生産者、製造業者、流通・小売業者の方が
「NeeeMO」ブランドを使えるように、また、多くの方
に使ってもらえるようにブランドの管理方法を協議して
いきます。

・様々な地元特産品を「NeeeMO」ブランドに結集させ
ることで、西郷村の認知度向上を目指します。


